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＜連絡事項＞
特記なし
＜患者様連絡事項＞
・苫米地　正義様～5/13（水）16：00に電話での面談予定としています。妻様は、退院先は自宅ではなく、転院を考えているとの事。ケアマネージャーも自宅で面談同席するとの事。
・佐々木　日出夫様～松尾医院からの持参薬5/12までありますが、以後処方内容変更し当院処方へ切り替えます。5/12～8日分処方、以後定期となります。
・山田　石見様～5/13、膀胱留置カテーテル交換の為、日赤受診します。病状経過の依頼
書作成について主治医へ確認、後日作成するとの事。

・是川　トク様～左足首の腫脹と歩行時の疼痛は軽減している。主治医へ状態報告し、湿布にて経過観察の指示あり。
・大澤　廣子様～拒食持続しており、点滴内容変更にて本日分2本処方。
口腔内から出血とみられる赤褐色の吐物があり口腔内乾燥があると思われる。食事摂取少ない日は、①ヴィーンD500ml＋ダイビタミックス1A ②ソリタT3　500mlの補液施行との事。
5/7採血指示あり。
・甲地　茂子様～経管栄養カテーテルが口腔内でとぐろを巻いていた為、再挿入していま
す。
・種本　てる様～膀胱留置カテーテル交換施行しています。
・三輪　一浩様～経管栄養カテーテル交換施行しています。

＜船場Dr＞
・松橋　トキ様～点滴同内容にて7日分処方。

・種本　てる様～点滴同内容にて7日分処方。
・中市　正治様～臨時薬同内容にて14日分処方。
・甲地　茂子様～点滴、臨時薬同内容にて7日分処方。
・和田　正義様～排便-7日目、ピコスルファートナトリウム投与にて経過観察の指示あり。
・川守田　義雄様～臨時薬同内容にて7日分処方。本日昼より、粥・キザミ（低残渣）開始とし、点滴は5/6分までで終了予定。身体拘束も点滴終了後解除予定との事。
＜要注目患者様＞
・川守田　義雄様～船場Drの診察より昼食より粥。キザミ、低残渣食で食事開始。食事はむせ込み無く全量摂取。昼食後一時的に拘束具を外してくれと要求聞かれるが一時的で過度とはならず。点液ライントラブル無く施行し、拘束部位の循環障害なし。
・甲地　茂子様～マーゲンチューブ再挿入指示あり施行。その後腹部レントゲン撮影指示あり挿入確認している。バイタルサイン異常なく、便の性状も水様便から泥状へと改善されている。
・松原　輝子様～自室で殆ど臥床し過ごされている。拒薬、吐薬、幻視、幻聴に左右される様子無く過ごされている。
・和田　みよ子～MGチューブを気にする様子無く臥床し過ごされている。オムツ交換時やや介護抵抗見られるが過度とはならず。

・中居　亮子様～三上勇様への過干渉みられていると作業療法士より情報提供あり。双方へ距離を置いて頂くよう説明しています。

・大澤　廣子様～朝昼共に食事拒否強く、摂取出来ず。介入に対し粗暴性あり。午前中の点滴はライン弄りなく経過の為、身体拘束せず経過観察。午後より体動あり、ライン弄りある為、点滴中の身体拘束開始する。
・和田　正義様～バイタルサイン異常なし。食事は介助にて全量摂取しています。午前中は、介入に対し、苦痛表情あるが、抵抗なし。
・田中　稔美様～食事は2/3摂取しています。食事を捨てる事はありません。
・奥瀬　一彦様～棟内徘徊・他室侵入あり。他者への干渉あり、ベッドから下ろそうとする行動あり介入要する。
・大渡　勝男様～易怒性や破壊行為無く、落ち着いて過ごしている。
